
＜都市住民等との交流を実施している事例＞

○棚田を活かした地域づくり

１．集落協定の概要

市町村･協定名 島根県鹿足郡吉賀町 大井谷
かのあしぐんよ し かちょう おおいだに

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地

6.8ha 水稲 － － －

交 付 金 額 個人配分 50 ％

143万円 共同取組活動分 多面的機能増進活動 44 ％

50％ その他 6 ％（ ）

協定参加者 農業者 15人 非農業者 6人

２．取組に至る経緯

平成10年に棚田地域振興座談会（棚田を考える会）が開催され、これを契機に棚田保

全を含めた地域振興を行うため地元住民による「助はんどうの会」が結成された。平成11年度
たすけ

からは棚田オーナー制度を導入し、都市住民との交流を積極的に行い、平成12年度には棚田トラスト

制度も実施するようになった。

こうした中、集落では協定を締結し、さらに、これまで実施してきた多面的機能の増進と地域の活

性化を進めることとした。

３．取組の内容

棚田オーナー・トラスト制度と「大井谷棚田まつり」の取り組みによる都市住民との

交流を深めた。特に協定参加者全員が運営等に携わり、集落一体化した取り組みとなっ

ている。

また、棚田で栽培された米は、その味が定評となり、独自の基準を設定し「大井谷棚

田米」として販売している。

棚田オーナー・トラスト制度に参加している都市住民に対しては「大井谷たなだだよ

り」を発行するなど、大井谷の棚田を通して農業に対する理解を深め、棚田保全や農業

をはじめ森や川などの環境について一緒に考え、都市と農村がともに力を合わせていけ

たらという活動を行った結果、棚田保全などの活動が評価され 「美しい日本のむら景、

観コンテスト」はじめ様々な賞を受賞している。

棚田オーナーによる収穫作業 棚田まつりでの新米すくい取り



［集落の将来像］

大井谷の宝は、６００年前から営々と築かれてきた棚田であり、その美しさは日本の「棚田百

選」にも認定された。棚田の保全には、地域住民のみならず、棚田オーナーをはじめとして地域

外からも強い関心と期待が寄せられており、大井谷集落の将来は棚田保全を抜きに語ることが出

来ない。周囲の里山の豊かな自然と水を生かしながら、限られた土地で持続的な生産の営みを続

けてきた棚田。地域内外の人々の協働により、棚田の美しさ・尊さを守り、受け継ぎ、広め歩み

続けていく集落づくりを推進していきます。

［将来像を実現するための活動目標]
○総合的な農地保全活動
○都市及び学校との交流
○集落営農による農地の管理
［活 動 内 容]

農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 田6.8ha 周辺林地の下草刈り 高付加価値型農業の実践（ ）
（年1回） ・特別栽培米

個別対応 ・地場産農産物等の加工･販売

個別対応
水路・作業道の管理 共同取組活動
・水路 年3回
清掃、草刈り 棚田オーナー制の実施

・道路 年3回 草刈り （25区画・25組） 都市との交流
・棚田まつりの開催

共同取組活動 ・非農家との連携
共同取組活動

共同取組活動
農地法面の定期的な点検
（随時）

個別対応

集落外との連携

○小学校との連携により、毎年児童がオーナーとなり総合学習の一環として農業体験を行いながら、自然生態系

の保全を含めた学習を行い、交流を深めている。

４．取組による変化と今後の課題等

オーナー制度の実施により、定期的に集落を訪れる都市住民が増え、交流人口の創出

と地域の活性化が図られた。特にこの取り組みにより、農家にとっては農産物生産と地

域の財産（農地・棚田）を守る意識の向上につながった。また、都市住民にとっても棚

、 。田オーナー制度を通じて 中山間地域の農業などに対する理解や意識に変化がみられた

［平成21年度までの主な効果］

○棚田オーナー制度の充実による地域の活性化

・都市住民との連携、小学校との連携

○都市住民との交流による地域の活性化

・棚田まつりの開催の定着化（非農家との連携）

○ 地場産農産物の加工・販売による地域の活性化

・大井谷棚田工房を設立し、地域の農産物の加工販売に取り組む


